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よれば，天平七年 (735)～長元九年 (1036)の約 400 年の間













（２）天平宝字八年～天平神護二年 (764 ～ 66)の桜島噴火
















          講演会「災いと向き合う―歴史資料からみる災いと祈り」講演要旨（2021年 1月 30日）　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　                                
                              かごしまの災い　―古代の疫病・飢饉と噴火災害―
















75 年と 993-94 年に放射性炭素の量が急激に上昇したとい
い，当時の社会生活にはほとんど影響はなかったと考えら
れるが，現代に同様の現象が起これば，電線や電子機器に
深刻なダメージが生じて，現代社会に壊滅的ダメージを与
える可能性が指摘されている．
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